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あ った.身長に閥 してリ川=.E二のみ関連があ り身長
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表 4 DatastratihedbysexandBMI,andoddsratios＼95%confidenceintervalslneachstrata
??? ?? ?? ?
?
? ? ? ? ?
kg/mウ～17.L1 Male Female
Il
No % OR(95%CI)JNo% OR(95%CI)29 6.2 1.O l46.9 1.O
-20.4 127 27.1 0.550.22-1.34､ 13 23.9 2.27日.08- 4.82
～23.4 ユ77 37.8 0.820.35-1.95) 237 37.0 2.95′1.45- 6.10′
～26.4 112 23.9 0.87(0.35-2.14) 142 22.2 4.6O(2.1i～ 9.97)
～29.4 20 4.3 5.291.12-33.13) 41 6.4 7.712.25-24.83











































()R川 l 6.583.39- 12.66)
Weigltは1()kg以 卜を基準 と した. リ‖1三の場 合






















































































































味で も, レントケンよ!)直接的な指舶 二なると考えら
れる.
衣7は変形性膝fm.Tjl症の有病準にflJJ+る諸家の裡告
をまとめた ものてある.変形件膝闘 Tj症はある 一定の
年齢までその有病率か増加することは加吊 している･
しか LGoteborgの.鋸 たりでは,clinlCal()Aの有病率
は年齢 とともに久†′巨 石意に p/(川 11増加-1る も
のの ra｡10graPhlC()A の有病率は増加 しない とH浩
した.二相 二村 LZoetermeerの調査い ぐは,radiog-
ral〕hic().ヽの有病率は年齢 とと い 二L)11'Lて I)/り･崎
k十,L千l)/(日日 とJf.rH二増加 した∠`` 王-i-～.TIESI1JL
ひFraminghama)調査 ては,ra(li｡graphic()･＼の
有病率は'rF一齢ととt,t二増加 してJji').!L-1ソロ二おいてそ
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くなった･ しか しレントゲンだけを肌 ､て変形性膝関
節症の有病率を調べる場 合 ,′夫際に軟骨変性 を来して




変形1.1･4言閲伸 上の リスク77ククーとして.性 年
鯨 人種,身長,体重,肥満,什rJl;･.外傷や手術の既
往,スポーツJl'iなと.が研究 されてきた.佃 二関 して.
/灯fl'巨ごあるということと変形件膝関節症てあるという
ことの関連はリ川二における場合よりもあJ,ゆる報告で
･､い '･ホルモ ンの閲Lj･を示唆するもの もあZf'Ⅰ. 香
研究:二おいて異洲.を怯井 とLl二()R､日.は1,.OLlとな り.
rnH:lio)結果を律+I.
佃給という要素は.多くのIFr浩 で リスJ/7 -,･ククー
と)'こ′Jl-)でいる.怯吋のJ的 J-Ip,YklL冊 潤 なるもの
0).()Rは1,01かL-'二川 ｣の問IL-あ ･')./Lぐ性のjjの佃が
















に ()R も増加 して変形件膝閲節症 との関連が認め ら
れた.如 射ま()RO.(Jlで閲連がなかった.
体重に関 しては多 くの文献てその閲連 を認めてい




変形性膝関節症 との関係 を表すのに初めて ORを使
った- ＼Ildersonの研究は対象が35歳から75歳であ り
本研究と酎 妾比較はてきないが,男性ではBMI30で
()Rが急に増加 しているのに対 し,k･｢′巨:･は BMIの
増加とともにORも増加 した 長9 .Sch｡utenら二二
は20歳以 上を対象にしたオランクての疫学調査で同様
の結果を得ている.Hartら1.-･は最 も肥満であったと












BMI OR(95%CI) BMI OR(95%CH
<20 0.96(0.33- 2.82)0.85(0.34- 2.15) <24.35
20-25 1.00 1.00 24.35-25.96
25-30 1.691.03- 2.80 1.891.24- 2.87＼25,97～27.73








か らORが増加 したのに対 し,女性では BMIが増加








gerら2:'は radiographicOA を対象に ambulationと
transferについて報告 した.Transferについては椅子
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